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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・8月29日（月）18:00から、パークホテルにて外来、通所、訪問看護、訪問介護、社会復帰訓練施設の部署懇談会がある。時間に変更がある。

・本日の施設巡視は北病棟のみ実施。

＜青明舎情報交換＞

・繁名　和恵様～昨日、本人がパンション利用客を出迎えたり、ドアを閉める音が大きく迷惑を

かけていると昨夜、青山荘にパンションより情報提供あったとのこと。本日、

パンションより青明舎に電話有り、8/25の午後に今後について話し合いを持ち

たいと話あり。

本人へ今後の住居について確認すると、今後もパンションに住みたいと話している。

パンションに迷惑をかける行動をとったことについて本人と振り返りを行っている。本人は、気をつけてドアの開け閉めをしたと話すが、実際にパンションより苦情があるため、今以上に気をつける必要があることを本人へ伝えている。今後、生活の振り返りをするため毎週金曜日デイケア利用前に青明舎へくるよう説明している。

パンションの管理人より、①本人が約束を守らず、他利用者に迷惑をかけていることが、本人へどのように対応すれば良いか（悪いことをしたときは怒ってよいか）②今後もパンションで生活しても大丈夫なのかと相談あり。①については、今後、毎週金曜日本人と1週間の生活について振り返りを行うこと、パンションと青明舎との連絡帳を作り、1週間の本人の様子をパンション側で書くようにしている。　

8/26(金)8：03「日曜日にユニバースで一万円を落としたので、ユニバースに確認してからデイケアに行こうと思う」との電話がある。確認は電話でもできるため、とにかく青明舎に来所するよう伝える。パンションからも、今朝になって日曜日にお金を紛失したと本人が訴えていると情報があり、こちらで対応する旨を説明する。

9：00に来所し、本人からユニバース小中野店に電話をして頂く。「会計をするときに落としたか、一万円札と千円札を重ねて出したと思うので、返してもらえませんか」と店員に話しており、落し物としても届いていないことや、会計時は機械を通すため、間違いがあった場合はその場で分かること等を説明を受けている。了解は悪いものの、ユニバースではなく、ATMの出金口からとり忘れた可能性もあり、今になってはどこで紛失したか分からないため、完全に自己責任であることを繰り返し伝えると「あー悔しい。今度はしっかりお金確認しないと」と話している。気持ちを切り替え、デイケアに行く前によこまちストア前のATMで一万円を下ろしてきている。生活振り返りノートを記載し、パンションの世話人へ渡すよう約束している。

8/27(土)8:10　本人より「胃がムカムカして朝食を食べれないから、たいやきとジュースを飲んで朝食後薬を飲んだら吐いてしまった。パンションに迷惑をかけないよう自室のゴミ箱の中に吐いた」と電話あり。食べ過ぎていないか、昨夜の夕食や間食の内容を本人へ確認するとエビフライ3本にご飯、味噌汁、ゼリーを食べたと話す。水分量を確認すると朝１リットル水を飲んだと話す。本人へ、水分の摂りすぎで胃がムカムカしている可能性があるため水分摂取量に気をつけること、また、胃がムカムカしている時は、食べ物は摂取せず様子を見た方が良いことを伝えると納得し電話を切られている。

8:30　再度、本人より電話あり「昼、何を食べれば良いかな。ユニバースから買って来ようと思って」と話す。胃がムカムカしているなら何も食べずに様子をみるよう繰り返し説明すると、「吐いたら少し良くなった。ゼリーとかヨーグルト買って来ようかな」と話す。食べ過ぎると、再度胃が痛くなる可能性があるため、昼食は小さいゼリー等1個だけにするよう説明している。

11:59小さいヨーグルトを摂取したが、もう少ししたらジュースを飲んでも良いか確認の電話あり。水分の取りすぎは吐く可能性があるため、飲まずにもう少し様子を見るよう説明している。

・下妻　康貴様～定期訪問実施。生活状況を確認している。本日外来受診日であり、担当医に就床時に膝裏がムズムズすると離したところ、一部薬が減薬になったと話している。仕事は、内容に変更はないものの、一緒に働いていた人が8/20で辞めたため、8/23より新しい人が入ることになったとのこと。最近の様子を確認すると、8/21（日）に花火を見に行ってきて、楽しかったと話している。
・我満奈津紀様～皮膚科から処方されている薬で眠気が出る薬があるが、皮膚科の医師と青南病院の医師のどちらに相談すればよいか相談あり。皮膚科の薬で眠気があるなら皮膚科の医師に相談するよう伝えている
・長瀬紘一郎様～介護保険更新の結果、要介護１で2年間になったとオードリーより情報提供あり。それに伴い、今後の支援も含め8/27（土）9:00より本人宅で話し合いをするとのこと
・高柳　和子様～定期訪問実施。落ち込むことがあり週2回頓服薬のリスパダールを服用したとのこと。落ち込んだ時は、気分転換しようと散歩したり手芸をしていると本人話すため、自分で対策をたてて実行していることについて評価し本人へ伝えている。

保険について弟に相談したところ、去年と同じものを継続するよう言われたとのこと。
・宮　　陽子様～青明舎行事には参加されないが、ジュース8本をむつ食品で購入し、差し入れとして持ってきている。最近、本人化粧をしない日が続いていたが、本日は、真っ赤な口紅をつけている。

16:30本人より電話あり「駒木学様と駒木洋様についてどうしているか心配になって。青明舎なら知っていると思って電話した」と話す。
・八木橋牧男様～出納簿の確認のため来所。表情が冴えない印象で、来所したとたんに「出納簿のレシートの貼り方代えるように世話人から言われた」と不満げに話す。レシートの貼り方を工夫した方が見やすいからなのではないか、世話人から説明を受けた際に相談してみたら良かったのではないか等伝えるが、スタッフの話には耳を傾けず、「もういい」と一方的に会話をやめている。飲酒について話すことはないが、普段よりも体臭が目立っている。

　　　　　　　　ズックの底がバランス悪く減って、ズックが傾いているため、新しいものを購入するよう促すと「まだ、大丈夫」と話す。ズックのゴムが減り限界であることを本人へ説明し、再度、ズックの購入を促し、東京靴流通センターへ同行している。

・久保　清美様～定期訪問実施。体調はよく、夜間の睡眠も取れているとのこと。生活で困っ

ていることはないとの事。タンスの上に小銭が無造作に沢山置いている為、金銭管理について確認すると、出納簿は記入せず、レシートを貼るのみだが、お金のやりくりは出来ていると話す。レシートを確認すると札で支払うことが多く、小銭はあまり使用していない様子。本人へ小銭の使い方がわからないのか尋ねると「小銭も使えるけれど、なかなか使う機会がない」と話すため、一度貯めた小銭を使用するためデイナイトケアの食費を小銭で払うよう本人へ提案し、デイナイトケアの食費分の小銭を袋に入れている。また、あまった小銭は、本人が使いやすいよう、お菓子の空箱を区切り、1円、5円などと小銭を分けて入れるよう説明し、本人と一緒に小銭を入れる仕切りを作り、お金を分けて入れている。

姉に名川に連れて行って欲しいと連絡があったため、本日名川に行って来ると話す。
・高田　マキ様～10:40　本人より電話あり。昨夜、叔母さんにポリープが2個みつかったと叔父さんから電話があり、気になり眠れなかったとのこと。本人、話がまとまらず、呂律が回っていないため、少し昼寝をするよう促している。

19:13本人より電話あり。「今、就寝前薬飲んだが眠れない。色々考えてしまう」とか「チーノやスーパーに行ってきた」等話す。日中、体を動かし疲労が溜まっていると思われる為、布団に入り閉眼するといつの間にか入眠できるかもしれないことを本人へ伝えると、「わかった。お休み」と話し、電話を切られている。
・田中　宏明様～今後について、デイケアを退所し仕事に専念したいと話している。デイケア退所後は青明舎の利用を考えており、主治医へ相談してみるよう伝えている事を青明舎スタッフに情報提供している。

＜グループホーム情報交換＞

・八木橋牧雄様～今朝アルコールチェックにて0.05％確認している。アルコール１本は飲んだことを認めいている。　理事長へ報告し、主治医の見解次第ではグループホーム退所となる可能性も考えられる。本日の午後は反省の為休んでいる。

　　　　　　　　出納簿確認した際、買い物レシートのポイントが合わないことがあり、レシートの貼り方を本人へ変えるよう話していた。

　　　　　　　　ナイトケアスタッフより、８／２５来所した際、小銭を取る手が震えていた。８／２６来所時、振戦はなかった。

・田中　　一様～朝、立ちくらみの訴えあり「１分と立っていられない」と話す。デイナイト来所後は運動プログラムにも参加され不調の訴えはされていない。本人より「水分の取りすぎ」と自覚する発言も聞かれている。
・松永勘五郎様～グループホームにてハイターを入れ洗髪していたことについて、診察時確認しているとの事。ハイターを入れて洗髪していた事を否定していたとの事。以前軟膏処方　　　　布せず捨てていた経緯がある為、今回処方なし。グループホーム担当スタッフがハイターを持っているのか確認する予定。
・淡路智恵子様～禁煙に対して「自分が絶えられない。どうなるかわからない。グループホームも禁煙になったら出るか、入院する」など禁煙に対しての不安を話されている。

・種本　サハ様～帰宅すると１食分食べてしまうとの事。夕食を止め帰宅してから食べる事を検討。主治医確認していく予定。青明舎で宅配サービスの利用が可能か確認する予定。
＜事例検討＞

久保　清美様(57)　　主病名：統合失調症　合併所：糖尿病　

利用率：１００％　　利用日：月・火・木・金
検討内容　治療計画の見直し・目標確認・修正

長期目標：一般就労がしたい。(例えばタクシー運転手など)

中期目標：職親を利用して就労に繋げたい。

短期目標：①再発防止として服薬管理、身体管理(糖尿病)をしていく。

　　　　　②運動時は体を大きく動かして体力作りに努める。

治療計画：①糖尿病に対して、食事面の見直しを含めて関わりを持っていく。

　　　　　②孤立化する為、プログラムを通じて対人技能の向上に努める。

　　　　　③自ら相談することが出来ない為、スタッフが声掛けして最近の様子を確認していく。

現状確認

・服薬に関しては入院したくないから飲んでいる。

・食事の作るのが面倒で、最近はスーパーから惣菜を購入し食べている。

・揚げ物は摂らないようにしている。

・運動面では小さな動きで取り組んでいる。

・エアロビでは、小刻みな動きで行っている。

・全体的に小さな動きで行っている。

・就労の目的として、車の維持費の為と話す。

・現在オイル漏れがあるがまだ修理が出来ていない。

・職親に行きたいと話す。

・うみねこ幸房利用については拒否的。

・就労については運転に関するものがしたいと話す。

・協調性の部分ではどうやって入っていけば分からない様子が窺える。

今後の対応

・職親までの段階の明示が必要なのでは。

・青明舎スタッフにも介入してもらい、職親に向け必要な事を伝える。

・職親を利用する前に幸房体験をしてみる。

・デイナイトケア利用を減らす条件として、うみねこ幸房の利用を提案してみる。

・服薬の必要を理解している為、短期目標の①を外す。新たな目標として「うみねこ幸房を見学

し仕事を体験する」に変更する。

＜外来情報＞

・繁名　和恵様～幻聴あるが、歌うことで気を紛らわしているとの事。

＜利用者様情報＞

・本多　富美様～先週水曜日、飲酒確認している。土･日は交際相手と出歩いていた。週／２回飲酒していたと話す。飲酒した理由について話さない。本日皮膚科受診の為、父様１６に迎えに来るとの事。

・五日市　公様～８／２６(金)デイナイトケア退所。

　　　　　　　　喀痰・塗抹培養・PCR法実施。１回目　８／２６、２回目　８／２７、３回目　８／２９　に提出中。結果が出たら保健所へ報告予定。

